
中 央 高 等 学 校 校 長 室 だ よ り ＜ 27 ＞

つれづれなるままに 第16号
令和元年12月26日（木）発行

校長 深谷 浩一

ボランティアって何だろう！(2)
～「こんなきれいな海をどうして平気で汚せるの？」～

トッド先生の企画を賞賛し，ともに大洗海岸のクリーンアップ作戦に参加した私は，そ
の企画の意図などを改めてトッド先生から聞いてみることにしました。それをまとめたの
が以下の「地球の日－大洗にて」でした。



これを読んだ私は，これが単なる『ボラ
ンティア活動記』ではないことに驚きまし
た。というのは，そこには「環境問題に対
する意識の高さ」「高尚なボランティア精
神」とともに「日本の高校生，さらには日
本人全体に対する痛烈な批判」を秘めてい
ることを直感しました。そこで，それをさ
らに詳しく知りたいと思い，トッド先生と
のインタビューを試みたのです。それが
「EARTH DAY－ OARAI」という記事に添え
られたインタビュー記事です。
私はこれを３年生を対象とした選択科目

「時事英語」か「英語表現」の中で扱った
ように記憶していますが，これを読んだ生徒 生徒とともに大洗海岸にて。左端がトッド先生，右端は筆者。

の反響は，想像以上に大きなものでした。

「トッド先生の言うことはもっともだと思う。」「トッド先生のような先生が日本にいな
いのが残念。」「こんなことを教えてくれる先生が増えればいいと思う。」，あるいは
「こんな意見をもっと早く知りたかった。そうすれば私の高校時代はもっと別のものにな
ったと思う。」などなど，トッド先生に対して肯定的な意見が多かったのも私にとっては
驚きでした。というのも，前号で紹介したように「日本人の知的レベルはアメリカ人の12
歳と同じだ」と言い放ったマッカーサー元帥に対するのと同じ感情を，私は当初トッド先
生に対しても抱いていましたが，「日本人は幼稚だ。大人になっても電車の中でマンガを
読んだりポケモンで遊んでいる。そんな大人が高校生に対して「成熟した（mature)大人」
になるための教育などできるわけがない。」と断言したのです。しかし，その時の私は，
「日本の教員」として多少なりともカチンときて，「そこまで言わなくても・・・」とい
う思いは抱いても，「それは誤解だ。日本人はあなたの言うほど，幼稚ではない。その証
拠に・・・」と強く反証することも，残念ながらできなかったのです。

◇ ◇ ◇

さて，ここで，改めてインタビュー記事でのトッド先生の主張を整理してみたいと思いま
す。（この記事については，『ボランティア活動の日米比較～トッド・フラリー氏に聞く
～』参照。）

（１）アメリカの高校では，環境に対する考え方を学び，その考え方に基づいて実践（ボ
ランティア活動）することが求められる。

（２）アメリカでは，大学入試において，ボランティア活動の経験が重視されている。

（３）日本人がボランティア活動に参加しない理由は，
① 社会的な責任を学ぶ場がないために，自己中心的になってしまうから。
② 日本の高校生は幼稚（「社会参加の点ではアメリカの12歳と同じ。」）だから。

（４）アメリカでは，高校生は社会から「若い大人」と見なされ，大人の活動に参加した
り，大人の責任について学ぶことを期待されている。日本の高校でも，生徒を大人扱
いし，生徒にもっと社会的な責任を負わせるべきである。

（５）日本の教師は，しつけなど親の仕事は親に
返し，学校では学校としてなすべきこと（社会的
な責任を学ばせるなど）をなすべきである。

これらのトッド先生の指摘は，あれから20年以
上が経過した現在でも，耳を傾けるに値する意見
ではないかと思われます。
次回は，これらの主張に対して，当時の生徒達

がどんな反論を展開したのかについて，詳しく掘
り下げてみたいと考えています。（つづく）

ごみ拾いに取り組むトッド先生


